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食品･農業関連企業の成長支援に関する新たな取組みについて 

 

 

 株式会社三井住友銀行（頭取：國部 毅）及び株式会社ＪＳＯＬ（代表取締役社長：

中村 充孝）は、食品･農業分野における企業の成長を支援するための新たな取組みを開

始いたします。 

 

 ＪＳＯＬは、平成 25年に農業生産法人向けに収穫予測とコスト最適化により経営改

善を実現する「収穫予測モデル」の開発･システム化を開始しました。これまで、農業

生産者や食品メーカーと連携し、収穫予測モデルの高度化と普及を図ってまいりました。 

 

 三井住友銀行は、食品･農業分野に関連する企業に対して、融資やＳＭＢＣアグリフ

ァンドへの出資、ビジネスマッチング等を通じて成長支援を行ってまいりました。 

 

 今般、三井住友銀行とＪＳＯＬは、食品･農業関連企業の成長支援に関する覚書を締

結し、食品･農業分野に関連する企業を、お客さまのご了解のもと相互に紹介するとと

もに、ＪＳＯＬはＩＣＴ技術の導入による消費者ニーズの把握やコスト最適化を通じて、

三井住友銀行は資金調達の多様化といった金融面の充実を通じて、より多くの企業の成

長を支援してまいります。 

 

 

以  上 

 

 

  

 

  



（ご参考） 収穫予測モデルのサービス画面 

 

 

 

ＪＳＯＬの提供する収穫予測モデルは、圃場に設置したセンサーや農作業者のもつ情報端末

等に蓄積されるデータを分析することで、リアルタイムの収穫見通しが可能になるものです。 

食品･農業分野の生産･流通過程におけるバッファとロスを削減し、収益性の改善と成長力の

向上を実現します。 

 


